
２０１９年  １０月  ２７日 

 主 日 礼 拝 

①８時半  ②10 時半     ③19 時 

 司  会  ①石井師  ②石井 秀人兄  ③石井師 

奏  楽 

祈  祷  ①石井師  ②白川 達男兄  ③石井師 

賛  美  聖歌２３１番 &  ～主は道を造られる～ 

ヤベツの祈り 

聖  書  ➀テサロニケ人への第一の手紙５章12～22節 

      ➁コロサイ人への手紙１章24～29節 

特別賛美＆証し 聖歌隊有志 聖歌530番 ＆ 冨田和仁兄(映像) 

メッセージ  ①「人間が人間になるとき」大川従道主任牧師                                                                                                                                                

      ➁「見えない神様のご計画」石井 潤牧師 

献  金  聖歌４０２番 ～明日はどんな日か・ハレルヤ～ 

祝  祷             〔献金当番：渡辺姉・寺澤千姉〕 

お知らせ                  【司会者】 

賛  美  ～主イエス神の愛～ 
 

礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！ 
《今週のお知らせ》 

１．本日昼食後１時～、クリスマスに向けて、聖歌隊の練習が行われます。 

２．明日午前１１時半～、長野市の寺澤千鶴子姉宅にて家庭集会が行われます。 

３．今週の祈祷会は、☆早天祈祷会:月曜朝６時。☆木曜祈祷会:①午前 10 時半、 

②夜７時半。若き大川牧師（大和祈祷会映像）。☆準備祈祷会:土曜夜８時。 

４．金曜夜７時～、ユースクラブアップが行われます。城下防災センターにて。 

５．来週の日曜午後３時～、宮田四郎兄を迎えての｢チャペルコンサート｣です。 

 

 
 

一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔１０/２７～１１/３〕 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 
エレミヤ 

２０－２２章 
２３・ 
２４章 

２５・ 
２６章 

２７・ 
２８章 

２９・ 
３０章 

３１・ 
３２章 

３３－ 
３５章 

３６・ 
３７章 

新約 
２テモテ 
１章 

２章 ３章 ４章 
テトス 
１章 

２章 ３章 
ピレモン 
１章 

チェック 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 

11/３(日):子ども祝福式･誕生祝福式 10(日):聖餐式/大掃除 18(日):執事会(昼食なし)  

24(日):収穫感謝礼拝/聖歌隊  28(木):ＷＯＧＡ集会 

 



 

 
｢キリストは、私たちの肉眼では見ることができない神と等しい方であり、神がこの世界をお造りにな

られる前から存在しておられた方である。」コロサイ1：15,「だから、私たちは見える一時的なものに

ではなく、目に見えないが永遠に至るものに心を留めるのである。」2コリント4：18,「あなたがたは、

イエス･キリストを肉眼で見たことはないが、愛している。現在も見てはいないが、信仰により、言葉

で言い表すことができないほどの栄光に輝いた喜びにあふれている。」1ペテロ1：8〔現代訳〕 
 

ヘブル人への手紙11章は有名な「信仰」について書かれている箇所です。「さて、信仰と

は将来に起ることを確かなものとしてつかむ手であり、まだ見ていないものの確実な証拠を見

る目である。」〔1節･現代訳〕。 

私たちは自分自身の人生の過去を見る時に、そこに確かに不思議な神様の御手があっ

たことを覚える者です。しかし、自分の未来を見ようとしたときには、そこには何も見ることはで

きません。人間の不安を解消するために、現代の科学技術は発展し、天気予報であるとか、

医学であるとか様々な分野で、人間の将来を知るためにそれらが発展してきました。しかし、

どれだけ科学が発展したとしても、完全に人間の不安を解消するには至っていません。これ

からも恐らくはその問題は解決できないでしょう。 

「信仰」が与える価値として最も大きいのは、その将来の不安を解消することであると思い

ます。目に見えない不確かな事柄について、信仰はその答えを与えます。それらを手で触る

かのように、また、肉眼で見るかのようにしてつかむことができるからです。 

イエス・キリストがこの地上に現れた時、ユダヤの人々は決して受け入れませんでした。な

ぜなら、目に見えない神様が目に見える有限な存在である人間として現れるということは決

してありえないと考えていたからです。しかし、それは唯一の創造主なる神様を信じ切ってい

たユダヤ民族であったからそうだったのかもしれませんが、もし、私たち日本人のように神々を

目に見える存在として表現し続けてきた民族であればどうだったでしょうか？しかし、それでも

受け入れなかったかもしれません。しかし、そんなユダヤ人たちでも、また、日本人の中でも、

この唯一の神、救い主なるイエス様を信じ従っている人々がいます。そして、その生き様を通

して生ける神を示してきました。実際に人々が自らの人生の中で生ける神様を体験していく

ことを通して、信仰の世界がより確かなものとして、事実として、真実として、一人一人の心

に理解を与えています。次は、来週ご奉仕くださる宮田四郎兄の証文からの抜粋です。 

「仏教を通して、理屈から信仰に入った私ですが、真理は理屈ではなく、悔い改めと祈り

を通して霊的に悟ることができて、それによって、妬みや憎しみなどのような罪の思いが取り

除かれ、自由にのびのびと生活できる、と言うことを体験できました。」 

「見えない神様のご計画」 
～目に見えないものこそ真実である～ 


